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西宮市職員への話題提供

自己紹介・技術系公務員・時代背景
大阪市の土木系技術職員の概要
大阪市建設局の運営方針と最近の道路整備事例
実務時代に関わった事業紹介

ＣＶＶ ⿊⼭ 泰弘
２０１７．３．６
（１４︓２５〜１５︓０５）

業務経歴（係員・係長）（昭和52年度～平成6年度 12年間）

係員：橋梁課（11年）
係長：土木技術協会（2.5年） 街路部（3.5年） 道路公社（1年）

＜主な担当業務＞

�道路・橋梁・河川にかかる事業
計画調査〔調査研究を含む〕

�大阪駅前地区における地下街・
地下駐車場の建設

�長堀地区における地下街・地下
駐車場の建設

�大阪市駐車基本計画に基づく地
下駐車場の計画・建設

＜主な担当業務＞

�歩行者、自転車専用橋の新設

�既存橋梁の景観対策

�河川改修にかかる橋梁の架け替え

�橋梁の維持管理に関する調査研究

�国際会議の事務局業務

業務経歴（平成７年度～23年度 管理職17年で10ポスト）

主な担当業務（管理職として）

�都市計画道路の事業進捗管理・予算調整等

�管内道路施設等の維持管理

�道路等の事業計画調査〔調査研究を含む〕

�幹線・電線共同溝の計画・設計

�部所管事業の企画

�交通バリアフリー法にかかる道路事業計画

�部所管事業の事業調整・予算管理・人事等

�駐車場・有料道路の管理、経営健全化

�事業の重点化・市重要施策プロジェクトチームの進捗管理

�業務、職員のマネジメント

課長代理：街路部（3年）
課長:工営所（2年） 土木技術協会（1年） 土木部（3ポスト4年）

部長：道路公社（1年）経営企画室（2年）下水道河川部（1年）管理部（2年）

技術系公務員の役割
技術系公務員には技術者としての側面と行政官として側面がある

技術系公務員政策立案者

行政執行官

施設管理者

技術（土木）のプロ

法・事業の執行
（規制、許認可等）

政策立案
技術的援助

技術管理
人材育成

企画立案
事業執行
発注・監理・検査

技術系公務員の役割の変化

直営時代 監督時代 コーディネーター時代

業界における専門性の高まり

測量・設計・（施
工）を直営で実施

外注による事業実施
業界の育成・指導

住民対応
公共調達の適正化
事業のマネジメント
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一般市民

建設業界

出展（日経コンストラクション 6～7年前）

質問：建設業界では広く談合が行われているか
％

①：非常にそう思う
②：ややそう思う
③：どちらともいえない
④：あまりそう思わない
⑤：まったくそう思わない
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①：非常にそう思う
②：ややそう思う
③：どちらともいえない
④：あまりそう思わない
⑤：まったくそう思わない

％

質問：建設業界は政治家や官僚と癒着しているか

出展：日経コンストラクション

質問：建設業界は社会に貢献しているか
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％

出展（日経コンストラクション）

質問：公共事業の価格は高いと思うか
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％

出展（日経コンストラクション）

質問：無駄な公共事業が多いと思うか
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出展（日経コンストラクション）
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非常によい

ややよい

どちらとも言えない

やや悪い

非常に悪い

建設業界のイメージ（一般からの回答）

建設業界のイメージ（建設業界からの回答）

自動車業界のイメージ（一般からの回答）

自動車業界のイメージ（建設業界からの回答）

建設業界のイメージ
自動車業界との比較

アメニティーの形成・防災対策

施設建設の歴史（道路・橋梁の例）

量的拡大の時代 質的向上の時代
量・質に加えて

維持管理の時代

＊１ 駐車非常事態宣言

＊２ 駐車基本計画の策定

交通安全対策

環境対策

東京オリンピック
オイルショック

●
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‘04 社会資本重点整備計画

1995 20051945 1955 1965 1975 1985

‘52 道路法公布

‘00 交通バリアフリー法の施行

‘70 交通安全対策基本法公布

万国博覧会

主
な
事
業
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連
法
令
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● ジェーン台風

● ‘46 大阪復興都市計画街路計画決定

●

●

●

花博●

●＊1

＊2●
阪神淡路大震災●

● 関西国際空港開港

● ‘68 都市計画法の全面改正

●

●

戦後復興

改築 高潮対策事業に伴う橋梁の改築（架替）

●‘96 耐震基準の見直し

補強 耐震対策

交通機能の確保
ネットワーク形成、
地域分断解消

改築 河川改修に伴う
橋梁の改築（架替）

2010

● 東日本大震災

黒山の大阪市在籍期間
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都道府県 政令市 市町村区
大阪府内
市町村

土木職員
29,531
（628）

13,339
（702）

36,746
（21）

2,341
（57）

建築職員 4,975 3,849 11,409 744

他の
技術職員

25,440 12,711 24,767 1,875

合計
59,946

（1,275）
29,899

（1,573）
72,922

（42）
4,960
（121）

自治体の技術職員数 単位：人

総務省調べ

１７３１団体

１９団体

41団体

47団体

＜平成28年度 建設局運営の基本的な考え方 大阪市建設局ＨＰから＞

① 大阪市では、道路、橋梁、河川、下水道、公園など膨大な量の都市基盤施
設を管理しており、かつ、古くから都市化が進んだため、都市基盤施設の高
齢化が進んでいる。これらの都市基盤施設は安全・安心な市民生活や都市
活動を支える基盤であるため、計画的な管理を行い、その機能を着実に維
持していく。

② 南海トラフ巨大地震を踏まえた対策、密集市街地における道路整備、近年多
発している集中豪雨への対応を強化するための地域特性にあった局地的な
浸水対策など、震災・風水害に備えた都市基盤施設の機能拡充や交通事故
抑止の取組みにより安全・安心な市民生活を実現する。

③ 魅力ある都市空間の創出に向け、天王寺動物園など既存施設のポテンシャ
ルを十分に活かした整備や良好な都市環境の創出などに取り組む。

④ 活力あふれる都市空間の実現に向け、連続立体交差事業など都市交通の
円滑化や市街地の一体化を促進する取組みを推進する。

⑤ 現行の「市政改革の基本方針」に基づき、歳入の確保等に取り組む。

■経営課題① 持続可能な都市を支える都市基盤施設の機能維持

都市基盤施設の高齢化が進んでいる中、安全・安心な市民生活の実現、
都市活動を支える都市基盤施設の機能低下を招かないよう、予算的制約
の中で適切かつ効率的に維持管理を実施する必要がある。

■主な戦略
【1－1 都市基盤施設の計画的な維持管理】

• 維持管理方針として、「定期的な点検の実施」により「施設の状態を把握」し、
施設の重要度に 応じて設定した「管理水準」を適切かつ効率的に維持する
ことを基本としている。

• 下水道事業については、経営基盤の強化、成長戦略への貢献、持続可能
性が担保できる経営形態・組織マネジメントの観点から、施設保有と運営管
理を分離した経営形態（上下分離）を導入し、維持管理の効率化を図る。

[予算額 50,070百万円]

■経営課題② 震災・風水害などに備えた都市基盤施設の機能拡充

都市基盤施設の震災対策・風水害対策、安全・快適な通行環境の確保を着
実に推進していく。このうち南海トラフ巨大地震対策については、既存構造物
の照査を行い、これまで実施してきた耐震対策の有効性を含めて検討し、必
要な対策を実施する。

■主な戦略
【2－1 都市基盤施設の震災対策】

現行の耐震対策に加え、南海トラフ巨大地震対策について、河川、橋梁、下
水道の既存構造物の耐震性、液状化、耐津波性について照査を行い、その
結果に基づき、必要な対策を着実に進める。 [予算額 13,802百万円]

【2－2 都市基盤施設の風水害対策】

• 近年多発する短時間集中豪雨への対応については、地域特性にあった局地
的な浸水対策により浸水被害の軽減を図る。

• 近年多発する集中豪雨による浸水被害に対して、局地的な浸水対策を検討・
実施する。 [予算額 610百万円]

■経営課題③ 都市の魅力と成長

大阪を代表する公園の老朽化施設の改修、民間活力の活用や御堂筋の
道路空間再編に向けた取り組み、歴史的建築物の周辺道路の景観整備に
より、それぞれの施設が持つポテンシャルを十分に活かし、だれもが住み・
働き・訪れたくなる魅力・環境を創造していく必要がある。

■主な戦略
【3－1 賑わい創出・観光拠点整備による都市魅力の向上】

• 天王寺動物園や天王寺公園など大阪を代表する公園の老朽化施設の改修
や集客エリアに相応しい基盤整備による魅力向上を推進していく。

[予算額 211百万円]

• ［グランドデザイン・大阪］において、御堂筋の将来像は「車重視から人重視
の道路へ」という方向性が示されており、道路空間再編の検討に取り組む。
モデル整備を難波交差点以南の区間で実施し、将来イメージの可視化や整
備効果の検証を行う。

[予算額 544百万円]

■経営課題4 都市の活力
開かずの踏切は全国で約600箇所あるが、その20%が大阪府に存在し、

そのうち27箇所が大阪市に存在しており、その解消が必要である。
■主な戦略
【4－1 交通の円滑化】

阪急電鉄京都線・千里線について、淡路駅周辺（約7km区間）の高架化

により、踏切除却、交差道路の整備（拡幅等）を行い、交通阻害の解消を
図る。
[予算額 11,294百万円]
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現行の「市政改革の基本方針」に基づく取組等 ～歳入の確保～

• 地下道・地下通路や歩道橋及び自転車駐車場等への広告掲出、歩道橋
のネーミングライツ等により歳入を確保する。

• 公共施設用地での清涼飲料水自動販売機設置や道路等事業予定地で
の時間貸駐車場としての使用など、行政財産の有効活用を行うことでの
歳入を確保する。

• 公園施設の利便性等の向上と使用料の確保

• 都市公園への民間活力の導入による魅力ある便益施設等を導入・誘致
する。

• 公園内の自動販売機の設置や、ベンチ等への広告掲出などの事業者公
募を行い、歳入を確保する。

大阪市建設局（道路部門）の目玉事業は？
～道路部予算担当係長に聞いてみました～

�連続立体交差事業

阪急京都線・千里線などで進行中

�堂島大橋架け替え工事

昭和初期に完成したアーチ橋の架け替え

�観光部門と連携した都心での道路整備

電線共同溝やサイン整備（別紙参照）

平成6年度 都市計画決定
平成9年度 用地取得開始
平成20年度 建設工事着手
平成39年度 完成予定

大阪市建設局HPより抜粋

阪急京都線・千里線連続立体交差事業

堂島大橋

形式:鋼２ヒンジアーチ
完成：昭和２年９月
橋長：７５．８ｍ
幅員：２２．８ｍ

＜事業内容＞

床組・床版の取り換えを改良を行うことで、中央径間部の上部工を架け替
える場合の事業費の半分程度の費用逓減を図りながら架け換え相当の機
能回復を目指す。具体的には下部工とアーチ主構造を残し、床組・床版を全
面的に更新することにより健全性及び機能性を確保し長寿命化を図る。
＜発注・落札方式＞

対象施設の補強・構造改良の設計及び施工を一括して発注する方式。設
計・施工にかかる技術提案を求め、入札価格と価格以外の要素を総合的に
評価する「総合評価落札（高度技術提案型）」とする。
＜スケジュール＞

平成28年6月 ：入札公告
平成28年8月 ：技術提案書提出期限
平成28年9月 ：技術対話
平成28年12月：落札者決定・仮契約 平成29年3月：議会承認後本契約

大阪市建設局HPに掲載の入札説明書より抜粋
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三休橋筋

日生周辺 御堂筋西側（大阪倶楽部周辺）

綿業会館

三井住友銀行
（旧住友銀行）
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